
る
。
中
世
か
ら
の
名
残
の
土
塁
と
堀

を
一
巡
り
し
自
治
会
長
よ
り
解
説
を

聞
く
。
13
年
か
け
て
現
状
ま
で
整
備

し
た
話
も
。

　

続
い
て
福
居
駅
傍
の
ト
チ
セ
ン

へ
。
大
正
初
期
の
レ
ン
ガ
造
の
工
場

は
当
時
の
状
況
を
色
濃
く
残
し
な
が

ら
も
現
役
の
工
場
と
し
て
稼
働
し
続

け
て
い
る
。
朝
ド
ラ
「
と
と
姉
ち
ゃ

ん
」
の
ロ
ケ
場
の
話
題
で
盛
り
上
が

る
。
終
盤
、
和
服
で
か
け
つ
け
て
く

れ
た
社
長
の
姿
も
工
場
の
景
観
に
マ

ッ
チ
し
て
い
る
。

　

河
南
消
防
署
ま
で
歩
く
頃
に
は

　

今
年
は
初
の
試
み
で
隣
の
御
厨
地

区
に
足
を
伸
ば
す
こ
と
と
し
た
。
文

化
財
公
開
日
の
11
月
20
日
。

　

八
幡
神
社
に
8
時
半
集
合
。
児
童

3
、
中
学
生
4
名
含
み
の
総
勢
41
名
。

　

ま
ず
目
指
す
は
福
居
・
中
里
城
址
。

足
利
環
状
線
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
を
東

武
線
陸
橋
ま
で
地
区
社
協
旗
を
た
て

て
東
進
、
東
武
和
泉
駅
を
越
え
る
と

程
な
く
到
着
、
文
化
財
公
開
日
だ
け

に
町
内
役
員
衆
が
こ
ぞ
っ
て
出
迎
え

て
く
れ
て
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
を
迎

え
る
の
は
初
め
て
と
歓
迎
し
て
く
れ

少
々
く
た
び
れ
て
く
る
。
ク
リ
ー
ン

運
動
協
賛
の
ゴ
ミ
拾
い
袋
も
重
く
な

る
。
署
の
建
物
地
下
の
免
震
構
造
を

実
際
に
見
て
驚
く
。
全
市
の
救
急
受

付
は
当
署
が
一
括
で
管
轄
し
て
お

り
、
24
時
間
勤
務
の
署
員
に
感
謝
。

　

昼
食
後
、
四
所
神
社
を
経
由
し
て

出
発
地
の
八
幡
神
社
に
到
着
、
宝
物

館
と
本
殿
の
彫
刻
を
拝
し
て
、
6
時

間
余
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
を
終

え
た
。

の
経
営
方
針
は
、
学
問
よ
り
は
治
療

中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
義

徳
院
長
の
人
間
味
に
あ
ふ
れ
、
使
命

感
に
燃
え
た
お
話
が
あ
る
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

田
代
病
院
に
足
利
市
福
居
町
の
柳

田
病
院
の
柳
田
春
次
先
生
（
今
の
先

生
の
父
）
が
副
院
長
と
し
て
勤
め
て

お
ら
れ
た
。
春
次
先
生
が
後
日
座
談

会
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り

ま
す
。「
義
徳
先
生
は
い
つ
も
訓
示

と
し
て
、
病
人
は
貴
賤
を
問
わ
ず
誰

で
も
同
じ
よ
う
に
、
親
切
丁
寧
に
治

療
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
特
に
貧
し

い
人
対
し
て
は
、
施
療
（
無
料
の
治

療
）
で
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
、

と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
義
徳
先

生
は
皆
に
訓
示
す
る
だ
け
で
な
く
自

ら
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
患

者
に
対
し
て
親
切
丁
寧
を
旨
と
す
る

義
徳
先
生
の
信
念
が
伺
え
ま
す
。」

　

次
回
は
、
偉
大
な
業
績
に
関
わ
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
出
会
う
話
で
す
。

　

恒
例
の
足
利
市
民
福
祉
大
会
が
11

月
6
日
、
市
と
市
社
協
等
7
つ
の
福

祉
団
体
の
主
催
、
10
団
体
の
後
援
で

プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
市
で
は
平
成
11
年
に
福
祉
都
市

宣
言
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
相

互
の
信
頼
と
連
帯
を
基
本
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
発
揮
し
て
、
共
に
支
え

あ
え
る
福
祉
社
会
実
現
の
取
り
組
み

に
参
加
す
る
こ
と
を
確
認
、
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
「
健
幸
」
に

努
め
る
本
年
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
、

功
労
者
表
彰
が
実
施
さ
れ
た
。

　

当
地
区
と
し
て
は
地
域
福
祉
功
労

で
市
長
表
彰
2
名
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
3
名
が
受
賞
し
た
。

　

足
利
市
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
　
小
林
良
子
さ
ん
（
堀
込
町
）

　

老
人
給
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
25
年
、

現
在
も
調
理
実
務

の
第
一
線
で
活
躍

中
。
ご
主
人
の
介

護
を
続
け
な
が
ら
、
貴
重
な
ご
寄
附

等
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　
足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
　
須
永
　
昭
氏
（
西
新
井
町
）

　

自
治
会
長
時
よ

り
地
区
社
協
理
事

と
し
て
11
年
、
現

在
も
監
査
役
の
他

に
障
が
い
児
者
と

の
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
の
委
員
長
と

し
て
円
滑
な
運
営
に
注
力
中
。

　
足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
樋
口
茂
延
氏
（
堀
込
町
）

　

地
区
社
協
理
事

と
し
て
11
年
、
内

事
務
局
長
9
年
、

民
生
委
員
を
兼
務

し
な
が
ら
現
在
の

社
協
を
始
め
と
す
る
地
区
福
祉
活
動

の
土
台
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

　
足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
　
高
瀬
雅
子
さ
ん
（
借
宿
町
）

　

地
区
社
協
理
事

11
年
、
事
務
局
や

子
育
て
サ
ロ
ン
等

社
協
実
活
動
に
注

力
、
主
任
児
童
委

員
も
勤
め
、
地
域
児
童
福
祉
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
足
利
市
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
永
倉
み
さ
を
さ
ん
（
朝
倉
町
）

　

地
区
社
協
活
動
と
し
て
理
事
、
老

人
給
食
委
員
、
サ
ロ
ン
運
営
委
員
等

を
務
め
、
5
年
前
に
は
市
社
協
会
長

表
彰
を
受
賞
。
又
保
護
司
、
民
生
委
員

も
勤
め
る
。
積
極
的
で
明
る
い
性
格
は

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
頼
り
に
さ
れ
、
今
後

の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た

が
、
受
賞
後
、
惜
し
く
も
病
の
為
ご
逝

去
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
市
の
歳
末
助
け
あ
い
募

金
は
総
額
一
千
三
百
万
余
円
。
使
途

は
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
・
児
童
・

障
が
い
児
者
等
へ
の
見
舞
等
が
半
分
、

他
に
毎
年
特
別
事
業
を
行
う
地
区
社

協
へ
の
支
給
も
同
程
度
あ
る
。

　

山
辺
社
協
と
し
て
今
年
も
66
万
余

の
支
給
（
一
部
サ
ロ
ン
補
助
も
含
む
）

を
申
請
し
、
独
居
高
齢
者
主
体
に
特

別
友
愛
訪
問
と
特
別
会
食
会
を
企
画
、

各
自
治
会
や
民
生
委
員
の
努
力
で
実

行
さ
れ
た
。

足
利
市
民
福
祉
大
会 

開
催

足
利
市
民
福
祉
大
会 

開
催

中里城址にて。地元の歓迎に感謝

今も現役の産業レガシーの前で
トチセンにて

そ
の
三 

田
代
病
院
二
代
目
院
長

　

明
治
24
年
、
義
徳
の
父
基
徳
は
、

住
ん
で
い
た
東
京
下
谷
練
塀
町
（
現

秋
葉
原
近
辺
）
に
、
念
願
で
あ
っ
た

田
代
病
院
を
創
設
し
た
。
東
京
で
も

名
医
の
病
院
と
あ
っ
て
患
者
も
多

く
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な
っ
て
い

っ
た
。
患
者
の
中
に
美
術
家
の
岡
倉

天
心
も
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
基

徳
は
7
年
後
、
こ
の
世
を
去
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
義
徳
が
二
代
目

院
長
と
し
て
病
院
を
引
き
継
い
だ
。

義
徳
院
長
の
名
医
と
し
て
の
評
判
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
院
長

第10回
「
日
本
整
形
外
科
の
父

　

  

田
代
義
徳
博
士
の

　
　
　

  

足
跡
を
尋
ね
て
」

「
日
本
整
形
外
科
の
父

　

  

田
代
義
徳
博
士
の

　
　
　

  

足
跡
を
尋
ね
て
」

間
余
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
を
終

え
た
。

会
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り

ま
す
。「
義
徳
先
生
は
い
つ
も
訓
示

と
し
て
、
病
人
は
貴
賤
を
問
わ
ず
誰

で
も
同
じ
よ
う
に
、
親
切
丁
寧
に
治

療
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
特
に
貧
し

い
人
対
し
て
は
、
施
療
（
無
料
の
治

療
）
で
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
、
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山
辺
の
今
昔
譚

田
代
義
徳
博
士
顕
彰
会

柳田春次（左）と田代博士（中央）
顕彰会発行誌「人生意気に感ず」

より転載

中
里
城
址
か
ら
ト
チ
セ
ン
を
巡
る

中
里
城
址
か
ら
ト
チ
セ
ン
を
巡
る

御
厨
地
区
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

第21回

健
幸
で 

共
に
支
え
あ
え
る
ま
ち
づ
く
り

健
幸
で 

共
に
支
え
あ
え
る
ま
ち
づ
く
り
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山辺地区社会福祉協議会
事　務　局
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すなおな心（はい）
奉仕の心（私がします）

反省の心（すみません）
感謝の心（ありがとう）

謙虚な心（おかげさま）
山辺地区日常五心 

　
足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

地
域
福
祉
功
労
﹈

　
樋
口
茂
延
氏
（
堀
込
町
）

　

地
区
社
協
理
事

年
、
内

事
務
局
長
9
年
、

民
生
委
員
を
兼
務

し
な
が
ら
現
在
の

　

今
年
度
の
市
の
歳
末
助
け
あ
い
募

金
は
総
額
一
千
三
百
万
余
円
。
使
途

歳
末
助
け
合
い
募
金
で

高
齢
者
訪
問
な
ど
を



晴
美
・
小
林
和
枝
・
高
瀬
雅
子
・
上

岡
恵
子

　
　
　
　
　

西
新
井
町
　
橋
本
静
江

　
「
民
生
委
員
だ

け
は
や
ら
な
い
方

が
い
い
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
し
た
。

近
く
で
先
輩
の
仕

事
ぶ
り
を
見
て
い
る
と
そ
ん
な
気
が

し
た
の
も
確
か
で
す
。

　

私
は
平
成
18
年
4
月
1
日
付
で
拝

命
し
ま
し
た
。
準
国
家
公
務
員
と
い

う
肩
書
で
委
任
状
に
は
仕
事
上
の
守

秘
義
務
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
間
で
し

た
。
訪
問
す
る
家
が
わ
か
ら
ず
先
輩

に
相
談
す
る
事
ば
か
り
で
し
た
。
こ

の
仕
事
に
係
わ
っ
て
感
じ
た
事
は
高

齢
者
の
増
加
、
そ
し
て
そ
の
方
の
身

内
が
近
く
に
い
な
い
こ
と
が
多
く
、

相
談
す
る
上
で
大
変
で
し
た
。
始
め

の
う
ち
は
仕
事
の
内
容
が
「
こ
れ
を

や
れ
ば
い
い
」
と
明
確
で
し
た
が
、

最
近
で
は
相
談
内
容
が
複
雑
に
な

り
、
個
人
の
家
庭
の
こ
と
ま
で
に
も

立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

　

た
か
ろ
ば
カ
フ
ェ
と
は
市
か
ら
委

託
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い
る
認
知
症

カ
フ
ェ
で
、
罹
症
者
や
支
え
る
家
族
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
気
軽
に
集

え
る
場
所
。
現
在
は
喜
重
苑
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
や
ピ
ー
タ
ー
パ

ン
で
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
る
。

　

昨
年
9
月
に
、
市
や
関
係
者
の
努

力
で
拡
大
出
前
イ
ベ
ン
ト
カ
フ
ェ
と

し
て
ア
ピ
タ
の
一
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
で
丸
一
日
開
催
さ
れ
た
。

　

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
だ
け
で
な
く
認

知
症
テ
ス
ト
や
相
談
も
で
き
る
コ
ー

平
成
28
年
12
月
1
日
付
け
で
全
国
一

斉
に
民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の

改
選
が
行
わ
れ
た
。

　

山
辺
地
区
で
は
12
名
の
ベ
テ
ラ
ン

委
員
が
退
任
、
新
た
に
現
在
ま
で
に

12
名
が
選
任
さ
れ
、
現
状
39
名
の
陣

容
で
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
任

期
で
地
域
生
活
で
の
お
困
り
事
等
の

相
談
窓
口
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
各
町
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
次
の
方
々
で
す
。

　

八
幡
1
有
田
敏
子
・
岡
野
綾
子
、

八
幡
2
長
張
己
代
、
八
幡
3
本
橋
陽

美
・
小
林
芳
子
、八
幡
4
落
合
か
お
る
、

八
幡
5
堀
越
栄
子
、
八
幡
6
植
竹
裕
、

借
宿
1
徳
井
範
子
、
借
宿
2
梅
沢
す

み
代
、
借
宿
3
阿
久
田
操
子
、
借
宿

4
島
田
恵
子
、
中
川
柳
沢
猛
・
齋
藤

惠
子
、
西
新
井
須
永
嘉
子
・
須
永
ミ

チ
子
、
滝
宮
小
川
美
枝
子
、
堀
込
1

矢
代
豊
子
・
中
村
金
三
・
岸
悦
子
、

堀
込
2
樋
口
茂
延
・
中
村
ゆ
き
江
・

新
井
明
・
岩
佐
あ
つ
子
、
朝
倉
1
坂

本
由
美
子
・
後
藤
宗
市
、
朝
倉
2
家

泉
ユ
キ
エ
・
田
中
幸
子
、
朝
倉
3
丸

山
信
太
郎
・
尾
崎
雅
治
、
田
中
1
岡

田
和
子
、
田
中
2
三
田
敏
夫
、
斎
藤

裕
子
、
田
中
3
田
部
井
久
代
、
田
中

4
齋
藤
光
勇
、
主
任
児
童
委
員 

増
田

ん
な
時
に
は
仕
事
を
通
し
て
お
互
い

の
信
頼
関
係
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
些
細
な
事
で
も
親
身
に
な

っ
て
や
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
事
を

学
び
ま
し
た
。
あ
る
時
は
町
内
の
高

齢
の
方
が
散
歩
に
出
て
道
に
迷
い
、

救
急
車
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
り
、
大

型
店
か
ら
の
連
絡
が
あ
っ
た
り
と
、

何
か
と
時
間
に
関
係
な
く
呼
び
出
し

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
長
い
間
お
世
話
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ナ
ー
、
内
科
・
眼
科
・
歯
科
の
先
生

方
の
講
演
、
芸
能
団
体
に
よ
る
演
芸

披
露
な
ど
。
関
係
す
る
当
事
者
だ
け

で
な
く
、
ア
ピ
タ
に
来
店
し
た
一
般

市
民
も
三
々
五
々
足
を
止
め
て
見
、

聞
い
て
、
交
流
す
る
姿
も
み
ら
れ
た
。

　

こ
こ
に
「
サ
ロ
ン
四
季
」
の
み
な

さ
ん
が
参
加
、
大
幸
先
生
の
キ
ー
ボ

ー
ド
と
小
林
さ
ん
の
明
る
い
ト
ー
ク

で
、
童
謡
を
歌
い
な
が
ら
メ
ン
バ
ー

が
各
テ
ー
ブ
ル
に
散
り
入
っ
て
、
参

加
者
と
一
緒
に
和
や
か
な
ひ
と
時
を

演
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
活
動
に
協
賛
し
て
、
街
中
の
雑
踏

に
も
近
い
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
の
出

演
に
挑
戦
し
て
く
れ
た
「
サ
ロ
ン
四

季
」
の
皆
さ
ん
に
拍
手
。

民
生
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

民
生
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

民
生
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

民
生
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

民
生
委
員
を
退
任
し
て

民
生
委
員
を
退
任
し
て

大幸先生とサロン四季の皆さん

サ

ロ

ン

四

季

ア
ピ
タ
の
舞
台
で
が
ん
ば
る

ア
ピ
タ
の
舞
台
で
が
ん
ば
る
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北澤一京師 講演展示会　展示品紙上紹介
平成28年9月28日に山辺公民館にて一京師の講演・展示会を開催した。（前号既報）反響も大きく、

ここに展示作品の一部を紹介する。資料等希望あれば事務局までお問合せ下さい。

恵比須様（西宮神社）

阿弥陀如来 毘沙門天

布袋様（北澤スクリーン）　 翁 江戸飾り獅子 昇龍

龍 透し彫 双龍 透し彫

能面 3 種
　般若
　小面  お福

甲子大黒 矮鶏 板彫 竹生島 板彫

焼失前の八雲神社前門の獅子頭等

修行時代の試彫
（なまはげ）

鎫阿寺・鐘楼（入江氏）　水墨画　鎫阿寺・太鼓橋（山辺公民館）

赤
城
山


